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人事異動人事異動
４月１日付で人事異動が発令
されました。（敬称略）

　

平
成
18
年
１
月
１
日
か
ら
結
城
郡
千

代
川
村
を
廃
し
、
そ
の
区
域
を
下
妻
市
に

編
入
す
る
こ
と
を
茨
城
県
知
事
に
申
請
す

る
。

【
部
長
級
】

▽
塚
田　

研
一
（
市
民
部
長
）

【
課
長
級
】

▽
飯
島　
　

孝
（
財
政
課
長
）

▽
柳
橋　

正
晴
（
福
祉
事
務
所
長
）

▽
植
木　

好
文
（
商
工
観
光
課
長
）

▽
黒
沢　

正
美
（
監
査
・
公
平
委
員
・
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局

長
）

▽
笠
嶋　
　

明
（
生
涯
学
習
課
長
兼
ふ
る

さ
と
博
物
館
長
）

【
課
長
補
佐
級
】

▽
坂
井　

寿
夫
（
秘
書
課
長
補
佐
兼
広
報

広
聴
係
長
）

▽
中
山　

義
則
（
市
民
課
長
補
佐
兼
資
料

係
長
）

▽
菊
池　

正
行
（
保
健
セ
ン
タ
ー
所
長
補

佐
兼
健
康
増
進
係
長
）

▽
倉
持　

浩
史
（
商
工
観
光
課
長
補
佐
兼

観
光
係
長
）

▽
渡
辺　
　

尚
（
水
道
事
業
所
長
補
佐
兼

工
務
係
長
）

【
係
長
級
】

▽
風
間　

紀
寿（
総
務
課
契
約
検
査
係
長
）

▽
猪
瀬　
　

寛
（
福
祉
事
務
所
障
害
福
祉

係
長
）

▽
吉
川　
　

淳
（
商
工
観
光
課
交
通
対
策

係
長
）

▽
大
山　

紀
男
（
図
書
館
奉
仕
係
長
）

▽
岡
本　

卓
也
（
水
道
事
業
所
庶
務
係
長

兼
業
務
係
長
）

【
一
般
職
員
】

▽
清
水　

浩
之
（
総
務
課
）

▽
塚
田　

哲
也
（
税
務
課
）

▽
湯
本　

敏
男
（
税
務
課
）

▽
門
井　

千
玲
（
税
務
課
）

▽
伊
沢　

直
美
（
収
納
課
）

▽
国
府
田
か
つ
子
（
市
民
課
）

▽
篠
崎　

玲
華
（
市
民
課
）

▽
青
木
葉
真
司
（
保
険
年
金
課
）

▽
増
子
久
美
子
（
福
祉
事
務
所
）

▽
松
崎　

善
美
（
農
政
課
）

▽
中
島
奈
津
子
（
都
市
整
備
課
）

▽
吉
川
美
由
紀
（
指
導
室
）

▽
井
上　

朋
子
（
生
涯
学
習
課
）

▽
木
村
千
恵
子
（
図
書
館
）

▽
武
笠　

孝
行
（
ふ
る
さ
と
博
物
館
）

▽
初
沢　

和
彦
（
水
道
事
業
所
）

　
平
成
17
年
第
１
回
市
議
会
定
例
会
が
、
３
月
３
日
か
ら
18
日
ま
で
の
16
日
間
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
平
成
17
年
度
下
妻
市
一
般
会
計
予
算
や
下
妻
市
及
び

結
城
郡
千
代
川
村
の
廃
置
分
合
に
つ
い
て
な
ど
の
議
案
計
38
件
が
提
案
さ
れ
ま
し

た
。上
程
さ
れ
た
議
案
は
各
常
任
委
員
会
及
び
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ（
合

併
関
係
の
追
加
議
案
を
除
く
）、
慎
重
な
審
査
を
経
て
、
18
日
の
最
終
日
に
全
議

案
と
も
に
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
17
年 

第
1
回

市
議
会
定
例
会
開
催

下
妻
市
及
び
結
城
郡
千
代
川
村
の

廃
置
分
合
に
つ
い
て

●
退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

　

結
城
郡
千
代
川
村
の
区
域
を
下
妻
市
に

編
入
す
る
こ
と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い

て
、
千
代
川
村
の
財
産
は
、
す
べ
て
下
妻

市
に
帰
属
さ
せ
る
。

下
妻
市
及
び
結
城
郡
千
代
川
村
の

廃
置
分
合
に
伴
う
財
産
処
分
に
関

す
る
協
議
に
つ
い
て

　

千
代
川
村
の
議
会
の
議
員
は
、
市
町
村

の
合
併
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
規
定
を

適
用
し
、
下
妻
市
議
会
の
議
員
の
残
任
期

間
に
限
り
、
引
き
続
き
下
妻
市
議
会
の
議

員
と
し
て
在
任
す
る
。

下
妻
市
及
び
結
城
郡
千
代
川
村

の
廃
置
分
合
に
伴
う
議
会
の
議

員
の
在
任
に
関
す
る
協
議
書

　

千
代
川
村
の
農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ

る
委
員
は
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例
に
関

す
る
法
律
の
規
定
を
適
用
し
、
下
妻
市
農

業
委
員
会
の
委
員
の
残
任
期
間
に
限
り
、

引
き
続
き
下
妻
市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
と
し
て
在
任
す
る
。

下
妻
市
及
び
結
城
郡
千
代
川
村
の

廃
置
分
合
に
伴
う
農
業
委
員
会
の

選
挙
に
よ
る
委
員
の
任
期
に
関
す

る
協
議
に
つ
い
て

▽
鳩
貝　

太
一
（
市
民
部
長
）

▽
粉
川　
　

孝
（
福
祉
事
務
所
長
）

▽
岩
田　

勝
一
（
総
務
部
係
長
）

▽
高
野　

治
子
（
市
民
課
副
参
事
）

▽
橋
本　

栄
子
（
福
祉
事
務
所
副
参
事
）

「
合
併
関
係
の
議
案
」
は

次
の
と
お
り
で
す

都市と自然・安全で快適なまち 下妻市

●●S R広報しもつま４月号広報しもつま４月号

３月２２日
県知事へ
合併申請書を提出

　３月２２日、小倉市長、稲葉村長、野村市議会議長、池田村議会議長、
飯塚県議会議員が県知事に下妻市と千代川村の合併申請書を提出しました。
　この申請は、地方自治法の規定に基づくもので、「平成１８年１月１日
から結城郡千代川村を廃止し、その区域を下妻市に編入する」内容です。
　今後、この申請を受けて県議会の議決、県知事による合併の決定、総務
大臣への届出、大臣告示などを経て、来年１月１日に新市「下妻市」が誕
生することになります。

邸
曽
➡
研
栖
曽
⬅
必
蕩

ù
げ
だ
々
‾
仝
罇
⎩
°

区　分 下妻市 千代川村 新市「下妻市」

人　　口
（前月比）

37,348 人
（＋ 36）

9,466 人
（－ 10）

46,814 人
（＋ 26）

面　　積 61.05 ㎢ 19.83 ㎢ 80.88㎢

平成17年３月１日現在　常住人口

３
月
22
日　

県
知
事
へ
合
併
申
請

　
　
　
　
　

県
議
会
に
よ
る
議
決

　
　
　
　
　

県
知
事
に
よ
る
合
併
の
決
定

　
　
　
　
　

県
知
事
に
よ
る
総
務
大
臣

へ
の
届
出

平
成
18
年

１
月
１
日　

新
市
「
下
妻
市
」
誕
生

⬅⬅⬅⬅



下妻市長

小　倉　敏　雄

　

平
成
17
年
度
は
、
私
も
市
政
を
預
か
り
４
年
目

を
迎
え
ま
す
が
、
就
任
以
来
「
公
平
・
公
正
・
誠

実
」
を
基
本
に
、
市
民
感
覚
・
企
業
経
営
の
発
想

で
効
率
的
な
市
政
運
営
を
実
現
す
る
た
め
、
各
種

施
策
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

特
に
昨
年
は
、
地
方
分
権
や
少
子
高
齢
社
会

に
対
応
し
、
行
財
政
基
盤
の
強
化
や
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
確
保
を
図
る
た
め
進
め
て
き
ま
し
た
、
八
千

代
町
、
千
代
川
村
、
石
下
町
と
の
合
併
協
議
が
不

調
に
終
わ
り
、
誠
に
残
念
な
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
新
た
な
合
併
の
枠
組
み
と
し
て
、
千
代
川
村

と
の
合
併
協
議
が
開
始
さ
れ
、
順
調
な
合
併
協
議

の
結
果
、
３
月
３
日
に
議
員
各
位
が
臨
席
し
、
合

併
の
調
印
が
で
き
ま
し
た
こ
と
は
、
議
員
各
位
の

ご
尽
力
と
ご
協
力
の
た
ま
も
の
と
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

な
お
、
４
万
７
千
人
の
新
し
い
下
妻
市
が
来
年

１
月
１
日
誕
生
に
伴
い
、
合
併
に
向
け
、
協
定
項

目
の
調
整
作
業
や
各
種
事
務
事
業
の
調
整
、
市
民

ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
新
市
に
ふ
さ
わ
し

い
組
織
機
構
の
構
築
等
の
作
業
を
進
め
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
、
時
代
に
即
応
し
た
新

し
い
自
治
体
づ
く
り
を
基
本
と
し
、
こ
れ
か
ら
の

調
整
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
新
市
建
設
計
画
も
確
定
し
、
新
し
い

ま
ち
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
が
、
豊
か
な
自
然
資

源
と
多
く
の
交
流
施
設
を
有
す
る
中
で
、
つ
く
ば

エ
ク
ス
プ
レ
ス
の
８
月
開
業
や
常
総
線
の
快
速
運

転
、
下
妻
か
ら
古
河
経
由
東
京
駅
・
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
ま
で
の
高
速
バ
ス
の
今
春
運
行
開
始
等
、

本
市
を
取
り
巻
く
交
通
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
諸
条
件
を
的
確
に
捉
え
、
国
県
の

合
併
支
援
策
を
有
効
活
用
し
な
が
ら
市
の
活
性
化

を
図
り
、
強
固
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
と
住
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
、
活
力
と
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
都

市
と
し
て
、
自
立
し
て
い
け
る
よ
う
努
力
し
て
ま

い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
私
の
公
約
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
、

少
子
高
齢
社
会
に
お
け
る
子
育
て
支
援
対
策
の
一

環
と
な
る
３
歳
児
未
満
の
医
療
費
無
料
化
事
業
を

平
成
16
年
度
よ
り
４
歳
児
ま
で
延
長
し
、
住
民
票

の
謄
・
抄
本
と
印
鑑
証
明
書
の
３
６
５
日
交
付
事

業
等
の
取
り
組
み
を
引
き
続
き
実
施
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
、
一
定
の
成
果
を

あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
市
の
17
年
度
財
政
は
、
平
成
16
年
度
を
初

年
度
と
す
る
三
位
一
体
の
改
革
の
影
響
を
強
く
受

け
、
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
行
政
改
革
大
綱

に
基
づ
く
行
財
政
改
革
の
推
進
と
財
政
健
全
化
対

策
に
沿
っ
て
、
物
件
費
、
補
助
金
、
人
件
費
等
の

経
常
経
費
の
削
減
に
努
め
、
健
全
財
政
実
現
に
積

極
的
に
取
り
組
む
決
意
で
あ
り
ま
す
。

施
政
運
営
の
所
信

施
政
運
営
の
所
信

（
一
部
抜
粋
）

市民一人当たり
納める市税

（人口37,348人‥平成17年3月1日現在）

民　生　費　　７７，２３６円

総　務　費　　４０，１４１円

衛　生　費　　３７，３４９円

公　債　費　　３２，７５７円

教　育　費　　２８，３１５円

土　木　費　　２８，０６４円

農　業　費　　１６，５７２円

消　防　費　　１３，０４６円

そ　の　他　　　９，２６６円
その他‥‥議会費・商工費・
　　　　　労働費・予備費
　　　　　災害復旧費

１０１,１２４ 円
固定資産税　　５５，９４１円

市　民　税　　３６，９２５円

た ば こ 税　　　６，３５３円

軽自動車税　　　１，４０３円

入　湯　税　　　　５０２円

一般会計での市民一人
当たり使われるお金

（人口37,348人‥平成17年3月1日現在）

２８２,７４６ 円

福
祉
施
策
・
産
業
の
振
興
・
社
会

基
盤
の
整
備
な
ど
重
点
施
策
に

総額　226億8,483万円
平成17年度下妻市当初予算

一般会計
105億6,000万円

国民健康保険
特別会計

39億1,400万円

老人保健
特別会計

31億8,100万円

介護保険特別会計　　18億2,200万円
下水道特別会計　　　   5億6,500万円
砂沼荘特別会計　　　　　 2,180万円
用地先行取得特別会計　　 6,322万9千円
下妻東部第一土地区画整理事業特別会計　1億5,000万円

水道事業会計
24億780万
1千円

先
月
開
催
さ
れ
た
第
１
回
市
議
会
定
例
会
で
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
な
ど
予
算
総
額
２
２
６
億
８
、４
８
３
万
円
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

新
年
度
の
当
初
予
算
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

歳
入
は
、
市
税
の
う
ち
、
個
人
・
法
人

市
民
税
、
固
定
資
産
税
の
増
収
な
ど
、
全

体
で
１
億
４
、５
０
０
万
円
の
増
額
を
見

込
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
一
般
財
源
の
大

き
な
柱
で
あ
る
地
方
交
付
税
及
び
臨
時
財

政
対
策
債
は
、
国
の
三
位
一
体
改
革
の
影

響
を
受
け
、
２
億
５
、０
０
０
万
円
の
減

額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
財
源
不
足
を
補

う
た
め
、
基
金
の
活
用
や
特
別
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
、
市
開
発
公
社
か
ら
の
寄
付

金
な
ど
の
ほ
か
、
使
用
料
等
受
益
者
負
担

の
原
則
に
沿
っ
た
改
正
を
行
い
、
財
源
確

保
を
図
り
ま
し
た
。

　

歳
出
で
は
、
前
年
度
以
上
に
厳
し
い
財

政
状
況
を
踏
ま
え
、
議
員
報
酬
の
削
減
を

は
じ
め
と
す
る
議
会
関
係
費
用
の
削
減
、

市
長
を
は
じ
め
、
特
別
職
の
給
料
・
期
末

手
当
削
減
の
継
続
、
職
員
給
料
の
３
％
カ

ッ
ト
を
実
施
。
人
件
費
、
物
件
費
等
の
経

常
経
費
の
削
減
、施
設
運
営
の
見
直
し
や
、

イ
ベ
ン
ト
の
見
直
し
な
ど
に
よ
り
経
費
の

節
減
を
図
り
ま
し
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢

社
会
に
お
け
る
福
祉
施
策
、
活
力
あ
る
産

業
の
振
興
、
快
適
な
社
会
基
盤
の
整
備
な

ど
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
に
重
点
を
お
い
た
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
予

算
と
し
て
、
編
成
し
ま
し
た
。

下妻市当初予算の推移

平
成
13
年
度

平
成
14
年
度

平
成
15
年
度

平
成
16
年
度

平
成
17
年
度

0

50

100

150

200

250
（億）

２
２
５
億
８
、９
２
８
万
円

２
１
３
億
７
、７
８
４
万
５
千
円

２
２
１
億
８
、３
８
１
万
５
千
円

２
２
５
億
５
５
万
９
千
円

２
２
６
億
８
、４
８
３
万
円

●●U T広報しもつま４月号広報しもつま４月号



目的別歳入の内訳

●●W V広報しもつま４月号広報しもつま４月号

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

事
業
推
進
に

○
心
配
ご
と
相
談
事
業

１
０
８
万
３
千
円

○
福
祉
巡
回
バ
ス
運
行
事
業

９
８
０
万
５
千
円

○
生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

４
６
５
万
２
千
円

○
軽
度
生
活
援
助
事
業 

　
　
　

　
　
　
　
　
　

６
９
７
万
７
千
円

○
生
活
管
理
指
導
短
期
宿
泊
事
業　

　
　
　
　
　
　
　

２
１
万
５
千
円

○
生
活
支
援
通
所
事
業 

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

６
１
万
７
千
円

○
介
護
保
険
訪
問
介
護
利
用
者
負
担

の
軽
減
措
置
扶
助
事
業

　

４
０
万
８
千
円

○
介
護
保
険
利
用
料
金
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　

１
２
０
万
円

○
寝
具
類
等
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ

ス
事
業　
　
　
　
　
　

３
９
万
円

○
地
域
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　

７
７
２
万
円

○
広
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
運

営
事
業　

１
、２
３
７
万
５
千
円

○
ね
た
き
り
老
人
等
介
護
用
品
助
成

事
業　
　
　
　
　
　

８
６
４
万
円

◎
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
改
定
事
業

　

１
３
０
万
円

○
障
害
者
お
む
つ
代
助
成
の
実
施　

　
　
　
　
　
　
　
　

１
０
８
万
円

○
緊
急
通
報
体
制
等
整
備
事
業

　

４
４
１
万
２
千
円

○
下
妻
地
方
精
神
障
害
者
共
同
作
業

所
負
担
金　
　
　
　

１
３
８
万
円

○
在
宅
知
的
障
害
者
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

事
業
の
実
施

　

３
、０
１
０
万
２
千
円

○
障
害
者
緊
急
一
時
預
か
り
事
業

３
３
８
万
１
千
円

◎
学
童
保
育
事
業
の
拡
充

２
、０
６
７
万
１
千
円

○
特
別
保
育
事
業
（
延
長
保
育
・
障

害
児
保
育
）

　
　

１
、４
２
７
万
３
千
円

◎
小
学
校
第
３
学
年
修
了
前
特
例
給

付
事
業　

１
億
３
、３
８
０
万
円

○
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
導

入　
　
　
　
　
　
　
　

４
５
万
円

○
妊
産
婦
・
乳
幼
児
等
の
医
療
費
無

料
化
事
業

　
　

１
、５
０
７
万
８
千
円

○
３
歳
児
医
療
費
無
料
化
事
業

９
０
０
万
円

○
各
種
予
防
接
種
の
実
施 

　
　
　

　
　
　
　

４
、２
５
１
万
３
千
円

○
健
康
教
育
・
教
室
・
栄
養
指
導
の

充
実　
　
　
　

３
２
８
万
５
千
円

○
成
人
病
検
診
の
実
施 

　
　
　

６
、５
６
９
万
８
千
円

○
夜
間
応
急
診
療
所
の
運
営

２
、０
５
４
万
９
千
円

○
小
児
救
急
医
療
輪
番
制
運
営
事
業

　

４
０
５
万
７
千
円

○
ミ
ニ
ド
ッ
ク
事
業
の
実
施

２
７
６
万
９
千
円

○
ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化　
　
　

　

２
、１
８
７
万
３
千
円

○
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
事
業
補
助

金　
　
　

２
、３
３
８
万
５
千
円

○
防
火
水
槽
・
消
防
用
ホ
ー
ス
の
整

備　
　
　
　
　

９
４
５
万
７
千
円

○
消
火
栓
設
置
事
業　

９
０
０
万
円

○
電
動
式
ホ
ー
ス
乾
燥
塔
設
置
事
業

　

１
２
３
万
円

○
備
蓄
食
料
品
の
確
保 

　
　
　

５
３
万
６
千
円

○
自
主
防
災
組
織
運
営
補
助
金

２
４
万
円

◎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
の
実
施　

５
３
万
１
千
円

○
花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
推
進
（
国
県

道
緑
地
帯
等
）　　

９
８
７
万
円

○
道
路
側
溝
等
の
整
備
（
大
貝
・
下

川
原
線
等
）３

億
２
、６
９
６
万
円

○
直
営
舗
装
の
実
施
（
約
４
・
５
Ｋ

ｍ
）　　
　
　
　

４
、３
２
０
万
円

○
排
水
路
整
備
事
業　

５
０
０
万
円

○
県
道
の
整
備
促
進

○
国
道
１
２
５
号
長
塚
バ
イ
パ
ス
の

整
備
促
進

○
国
道
２
９
４
号
四
車
線
化
の
整
備

促
進

○
適
応
指
導
教
室
の
運
営

６
２
４
万
７
千
円

○
社
会
人
Ｔ
Ｔ
講
師
配
置
事
業

６
５
１
万
２
千
円

○
小
学
校
外
国
人
英
語
指
導
助
手
派

遣
事
業　
　
　
　
　

１
４
７
万
円

○
生
活
指
導
員
の
配
置
事
業

２
０
４
万
２
千
円

○
小
学
３
年
生
交
通
教
室
体
験
事
業

３
３
万
１
千
円

○
小
・
中
学
校
施
設
の
整
備

 

　
　
　
　
　
　

１
、２
２
０
万
円

○
小
・
中
学
校
給
食
備
品
の
更
新

 

　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円

○
中
学
生
海
外
研
修
派
遣
事
業
の
実

施　
　
　
　
　

４
９
８
万
８
千
円

一般会計歳入総額
105億6,000万円

対前年度比　－7億3,000万円

歳
入

依存財源の内訳　　　　　予算額
地方交付税
国庫支出金
市　　　債
県支出金
地方消費税交付金
そ　の　他

２５億８,０００万円
　８億４,５１３万円
　６億７,４１０万円
　４億４,５７６万５千円
　３億７,１００万円
　５億６,７６０万円

（地方譲与税、地方特例交付金、自動車取得税交付金など）
　　計 ５４億８,３５９万５千円

自主財源の内訳　　　　　予算額
市　　　税
繰　入　金
繰　越　金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
そ　の　他

３７億７,６７７万３千円
　４億１,６３３万５千円
　３億円
　１億９,４５４万８千円
　１億１,６７９万円
　２億７,１９５万９千円

（寄付金、諸収入、財産収入）
　　計 ５０億７,６４０万５千円

市税の内訳　　　　　予算額
市　民　税
固定資産税
軽自動車税
たばこ税
入　湯　税

１３億７,９０８万２千円
２０億８,９２７万５千円
　　　５,２３７万９千円
　２億３,７２８万７千円
　　　１,８７５万円

　　計 ３７億７,６７７万３千円

地方交付税（24.4％）

市　　　税（35.8％）

国庫支出金（8.0％）

市　　　債（6.4％）
県 支 出 金（4.2％）
地方消費税交付金（3.5％）
そ　の　他（5.4％）

繰　入　金（3.9％）

そ　の　他（8.4％）

依
存
財
源　
51・
９
％

自
主
財
源　
48
・
１
％

民生費の内訳　　　　　予算額
社会福祉費
児童福祉費
生活保護費
災害救助費

１６億６,９７９万円
　９億　 ５０３万５千円
　３億　 ２１１万８千円
　　　　 ７６６万７千円

一般会計歳出総額
105億6,000万円
対前年度比　－7億3,000万円

歳
出

民　生　費（27.3％）
28億8,461万円　　

総　務　費（14.2％）
14億9,919万3千円

衛　生　費（13.2％）
13億9,491万4千円

公　債　費（11.6％）
12億2,341万5千円

教　育　費（10.0％）
10億5,750万9千円

土　木　費（9.9％）
10億4,815万円　　

農　業　費（5.9％）
6億1,892万7千円

消　防　費（4.6％）
4億8,722万8千円

そ　の　他（3.3％）
3億605万4千円　

（議会費・商工費・労働費・
予備費・災害復旧費）

総務費の内訳　　　　　予算額
総務管理費
徴　税　費
戸籍住民基本台帳費
選　挙　費
統計調査費
監査委員費

１０億３,２７７万５千円
　２億７,８４５万３千円
　　　９,２８８万６千円
　　　３,９６２万２千円
　　　３,４０５万８千円
　　　２,１３９万９千円

衛生費の内訳　　　　　予算額
清　掃　費
保健衛生費
環境保全費

　８億７,８０３万１千円
　２億５,９６８万６千円
　２億５,７１９万７千円

公債費の内訳　　　　　予算額
公　債　費 １２億２,３４１万５千円

教育費の内訳　　　　　予算額
教育総務費
小学校費
中学校費
幼稚園費
社会教育費
保健体育費

　１億３,９５３万８千円
　２億　 ６０３万１千円
　１億２,６４０万円
　１億２,９２３万７千円
　４億　 ２６７万９千円
　　　５,３６２万４千円

土木費の内訳　　　　　予算額
土木管理費
道路橋梁費
河　川　費
都市計画費
住　宅　費

　　　７,６８４万４千円
　４億３,０４３万８千円
　　　２,０４９万円
　５億　 １３６万４千円
　　　１,９０１万４千円

人
と
ひ
と
と
が
手
を
つ
な
ぐ
や
さ

し
さ
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て

（
保
健
、
医
療
、
福
祉
の
充
実
）

人
と
自
然
が
手
を
つ
な
ぐ
ま
ち
を

め
ざ
し
て　
　
（
生
活
環
境
の
整
備
）

と
き
め
き
の
あ
る
ま
ち
を
め
ざ
し

て　
　
　
　
　
　
（
都
市
基
盤
整
備
）

心
豊
か
な
人
を
育
む
ま
ち
を
め
ざ

し
て　
　
　
（
教
育
・
文
化
の
振
興
）



お気軽にご相談ください

あなたの声をお届けします
春の行政相談週間（５月16日㈪～ 22日㈰）
　　　　　　　　　　　　が始まります

●●Y 広報しもつま４月号広報しもつま４月号

　

下
妻
駅
か
ら
東
京
駅
経
由
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

リ
ゾ
ー
ト
ま
で
の
高
速
バ
ス
が
ま
も
な
く
運
行

開
始
さ
れ
ま
す
。
下
妻
市
商
工
会
で
は
、
か
ね

て
か
ら
下
妻
市
と
関
東
鉄
道
に
高
速
バ
ス
の
運

行
を
要
望
し
、
こ
の
度
の
高
速
バ
ス
運
行
が
決

ま
り
、
3
月
22
日
に
は
、
高
速
バ
ス
を
運
行
す

る
関
東
鉄
道
パ
ー
プ
ル
バ
ス
会
社
へ
「
バ
ス
シ

ェ
ル
タ
ー
」
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
関
鉄
パ
ー
プ

ル
バ
ス
（
株
）
で
は
、「
今
年
開
業
す
る
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
と
と
も
に
、
首
都
圏
に
向
か

う
市
民
や
首
都
圏
か
ら
来
る
観
光
客
な
ど
、
下

妻
市
の
活
性
化
に
高
速
バ
ス
が
寄
与
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
る
。」
と
運
行
の
抱
負
を
話
し
て

い
ま
し
た
。 下

妻
駅
前
に
高
速
バ
ス
の
「
バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
」
完
成

高速バス運行時刻表 ※停留所は、市内では長塚があります。
停留所 始発はすべて下妻駅（上り８便）

下妻駅 4:50 6:00 8:00 10:40 12:40 14:40 16:40 19:10
東京駅 7:20 8:30 10:30 13:00 15:00 17:00 19:00 21:20
潮見車庫 － － － 13:20 15:20 17:20 19:20 21:40

東京ディズニーシー 7:45 8:55 10:55 － － － － －
東京ディズニーランド 7:50 9:00 11:00 － － － － －

停留所 始発は東京ディズニーランド又は潮見車庫（下り８便）

東京ディズニーランド － － － － － 16:50 18:50 21:00
東京ディズニーシー － － － － － 17:00 18:40 21:10
潮見車庫 7:00 9:00 11:10 13:00 15:20 － － －
東京駅 7:30 9:30 11:40 13:30 15:50 17:20 19:00 21:30
下妻駅 9:40 11:40 13:50 15:40 18:00 19:35 21:00 23:30

※
運
行
開
始
日

は
、
決
定
次
第

お
知
ら
せ
版
等

に
掲
載
い
た
し

ま
す
。

毎日の暮らしの中で、例えば、「わかりづらい道路案内標識を改善してほしい」、「郵便ポストを設置してほしい」、
「施設をバリアフリー化してほしい」など、困っていること、望んでいることはありませんか？
こんな時、行政相談委員にご相談ください。皆さまの声を行政にお届けいたします。

当市においては、角田惟也さん （☎０２９６－４４－４８７４）が行政相談委員として活動しており、次のと
おり、行政相談所を開設しています。ご相談は、無料・秘密厳守です。
【と　き】毎月第３金曜日　午後１時３０分～３時３０分　　【ところ】市中央公民館　１階和室
【問い合わせ先】市秘書課　内線２０２

◆行政相談委員および行政相談についてのお問い合わせ
　総務省茨城行政評価事務所行政相談課　☎０２９－２２１－３３４７（代）

※課内には、行政苦情１１０番（相談専用電話）０
おこまりならまるまるくじょーひゃくとおばん
５７０－０９０１１０が設置されています。

○
小
・
中
学
校
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
及

び
パ
ソ
コ
ン
の
活
用

　
　
　
　
　

１
、６
６
７
万
１
千
円

○
教
師
用
指
導
書
・
教
科
書
購
入
事

業　
　
　
　
　

４
８
３
万
９
千
円

○
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
実
施　

６
０
万
円

○
市
民
文
化
会
館
管
理
運
営
事
業

６
、２
４
４
万
４
千
円

○
市
立
図
書
館
の
図
書
等
購
入

　
　
　
　
　
　

１
、５
０
０
万
円

○
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
、
大
会
の
実

施　
　
　
　
　
　

９
４
万
４
千
円

（
農
業
施
策
） 

○
農
道
・
か
ん
が
い
排
水
の
整
備（
５

か
所
）　　
　
　

４
、７
０
０
万
円

○
圃
場
整
備
事
業
の
推
進
（
騰
波
ノ

江
・
大
宝
地
区
）

３
、７
２
７
万
５
千
円

○
生
産
調
整
推
進
対
策
事
業

７
、１
３
１
万
３
千
円

　
（
産
地
づ
く
り
対
策
助
成
金
、
条

件
整
備
特
別
対
策
事
業
、
水
田
農

業
推
進
セ
ン
タ
ー
補
助
金
、
ブ
ロ

ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
定
着
化
促

進
事
業
補
助
金
） 

◎
買
っ
て
も
ら
え
る
米
づ
く
り
産
地

育
成
支
援
事
業 

○
い
ば
ら
き
の
園
芸
産
地
改
革
支
援

事
業　
　
　
　

４
４
７
万
５
千
円

○
家
畜
畜
産
物
衛
生
指
導
協
会
補
助

金　
　
　
　
　
　
　

６
３
５
万
円

◎
下
妻
梨
第
ニ
選
果
場
選
果
機
入
替

補
助
事
業　
　
　
　

６
４
０
万
円

◎
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
温
泉
濾

過
器
改
修
事
業４、７

３
３
万
５
千
円

（
商
工
業
施
策
） 

○
中
小
企
業
事
業
資
金
利
子
補
給
等

 

　
　
　
　
　

２
、７
７
８
万
円

○
小
貝
川
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
の
実
施　
　

１
５
４
万
１
千
円

○
各
種
勤
労
者
福
祉
施
設
の
運
営

２
、５
９
１
万
７
千
円

○
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
委
託　
　

１
８
７
万
５
千
円

○
広
域
合
併
推
進
事
業 

　
　
　

２
、６
２
０
万
円

○
広
域
に
よ
る
各
種
施
設
（
ご
み
・

し
尿
・
葬
斎
場
）
の
運
営

８
億
６
３
７
万
５
千
円

○
広
域
に
よ
る
環
境
整
備
事
業
の
推

進（
ホ
ッ
ト
ラ
ン
ド
き
ぬ
の
運
営
）

２
億
７
、１
６
８
万
８
千
円

○
市
税
等
の
徴
収
体
制
の
充
実

　
　
　

１
、２
６
０
万
４
千
円

○
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業

 

　
　
　
　
　
　
　
　

９
５
万
円

○
諸
経
費
の
節
減

国民健康保険特別会計

国民健康保険税
国庫支出金
療養給付費交付金
一般会計繰入金

１４億７,６１６万５千円
１４億７,１６１万９千円
　３億４,４１３万円
　２億７,７３７万４千円

X

予算額　３９億１,４００万円
対前年比＋１億３,１００万円

主な内容
歳入

医療費 ３６億９,１１３万６千円
（総歳出の９４.３１％）

歳出

内訳　人間ドック検診委託事業、脳検診補助事業、
　　　骨粗しょう症検診補助事業、徴収嘱託員の
　　　活用

老人保健特別会計

医療費 ３０億５,２１８万９千円

予算額　３１億８,１００万円
対前年比＋７,８００万円

主な内容
歳出

介護保険特別会計

介護サービス事業・支援サービス事業

予算額　１８億２,２００万円
対前年比＋１億９,２００万円

主な内容
歳出

下水道事業特別会計

下水道運営管理事業、汚水管布設、鬼怒小貝流域
下水道建設事業負担金、小貝川東部流域下水道建
設事業負担金

予算額　５億６,５００万円
対前年比－３億７,５００万円

主な内容

砂沼荘特別会計

茨城西南地方広域市町村圏事務組合委託金
２,０３０万円

予算額　２,１８０万円
対前年比－１７７万円

主な内容
歳入

砂沼荘運営委託料 　　　２,０８４万１千円歳出

公共用地先行取得事業特別会計

財産収入
一般会計繰入金

　　　４,８５６万円
　　　１,４６６万９千円

予算額　６,３２２万９千円
対前年比＋４,６７９万１千円

主な内容
歳入

公共用地先行取得事業債元金歳出
６,２４６万円

公共用地先行取得事業債利子　　　７６万９千円

下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画
整理事業特別会計
予算額　１億５,０００万円

対前年比－１,５００万円
主な内容
保留地処分事業

水道事業会計

水道運営管理事業、配水管布設実施設計委託、配
水管布設工事、配水池築造工事、配水池築造用地
購入

予算額　２４億７８０万１千円
対前年比＋８億５,８２５万円

主な内容

高
速
バ
ス
運
行
開
始

人
が
交
流
す
る
活
力
あ
る
ふ
れ
あ

い
の
ま
ち
を
め
ざ
し
て（産

業
の
振
興
）

信
頼
と
実
行
の
ま
ち
づ
く
り　
　

　
　
　
　
（
行
財
政
運
営
）
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市
長
、
教
育
委
員
会
、
選
挙
管
理
委
員

会
、
公
平
委
員
会
、
監
査
委
員
、
農
業
委
員

会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
及
び
議
会

で
す
。　平成１７年度の新規事業として、「下妻市防犯ボランティアパ

トロール」を実施いたします。この事業は、ボランティア登録し
た市民のみなさんが「下妻市防犯ボランティアパトロール」の帽
子をかぶってパトロールを行い、自ら安全で安心な地域づくりに
貢献することを目的としています。
　この事業の特徴は、散歩やウォーキングなど今行っている趣味
の延長で活動できるところで、特に活動の範囲や時間を制約しな
いので、どなたでも気軽に参加していただけます。
　最近は、児童生徒を標的にした犯罪や空き巣・車上狙いなどが
数多く起きており、安全で安心にくらせるまちづくりについて、
特に関心が高まっています。自分たちの地域の安全を守るために
は、自分たちの身近なところから犯罪の芽を摘んでいくことが肝
心です。一人一人は微力でも、多くの人が参加し、長く活動を継
続することで、安全で安心して暮らせる街となるでしょう。
　犯罪の起こりにくい環境づくり、児童生徒の安全確保、青少年
の健全育成に市民のみなさまのご協力をお願いします。

•
個
人
情
報
は
、
適
法
か
つ
適
正
に
取
得
し

　

ま
す
。

•
個
人
情
報
を
保
有
す
る
に
当
っ
て
は
、
法

　

令
な
ど
の
定
め
る
事
務
を
行
う
た
め
必
要

　

な
場
合
に
限
り
、
か
つ
、
利
用
目
的
を
で

　

き
る
限
り
特
定
し
ま
す
。

•

利
用
目
的
の
達
成
に
必
要
な
範
囲
を
超
え

　

て
、
個
人
情
報
を
保
有
し
ま
せ
ん
。

■参加条件
　下妻市民若しくは下妻市に在勤・在学する１８歳以上の
方で、「下妻市防犯ボランティアパトロール」の目的に
賛同され、原則週１回以上散歩やウォーキングの際にパ
トロールできる方。
■活動内容
　申込みされた方には、防犯ボランティアパトロールの帽
子をお配りしますので、散歩やウォーキングの時に帽子
をかぶって活動してください。
■参加申込期間
　平成１７年度は５月９日から年度末まで、随時申込みで
きます。（以降、年度ごとに登録の更新を行います。）
■申込方法
　市役所総務課庶務防災係に所定の様式がありますので、
必要事項を記入・押印いただきお申し込みください。
■問合せ先
　市役所総務課庶務防災係
　☎４３－２１１１　内線２１２

　

誰
で
も
自
分
の
個
人
情
報
の
開
示
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
法
定
代
理
人

が
本
人
に
代
わ
っ
て
請
求
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

開
示
を
受
け
た
結
果
、
自
分
の
個
人
情

報
の
内
容
が
事
実
と
異
な
る
と
き
は
、
そ
の

個
人
情
報
を
保
有
し
て
い
る
実
施
機
関
に
対

し
て
内
容
の
訂
正
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

条
例
に
定
め
る
範
囲
を
超
え
て
、
実
施
機

関
が
自
分
の
個
人
情
報
を
保
有
し
、
又
は
利

用
・
提
供
し
て
い
る
と
き
は
、
そ
の
個
人
情

報
の
利
用
の
停
止
、
消
去
又
は
提
供
の
停
止

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

近
年
の
情
報
化
社
会
の
急
速
な
進
展
に
よ
り
、
社
会
の
様
々
な
分
野
に
お
い
て
、
情
報
の
果
た
す
役
割
が

大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は
、
産
業
・
経
済
の
発
展
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
化
な
ど
、

私
た
ち
の
生
活
に
豊
か
さ
と
便
利
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
一
方
で
、
個
人
に
関
す
る
様
々
な
情
報
が
迅
速
か
つ
大
量
に
収
集
・
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

私
た
ち
個
人
の
情
報
が
漏
え
い
し
た
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
た
り
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い

っ
た
不
安
も
増
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個
人
情
報
の
適
切
な
取
扱
い
と
個
人
の
権
利
・
利
益
を

保
護
す
る
た
め
、
個
人
情
報
保
護
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

不
服
申
立
て
に
当
っ
て
は
、
有
識
者
か
ら
な
る

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
が
公
平
な

審
査
を
行
い
、実
施
機
関
に
答
申
を
行
い
ま
す
。

　

氏
名
、
住
所
、
生
年
月
日
、
職
業
、
所
得
、

財
産
な
ど
個
人
に
関
す
る
す
べ
て
の
情
報
で
、

特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

を
「
個
人
情
報
」
と
い
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
市
が
保
有
し
て
い
る
個

人
情
報
の
取
扱
い
に
関
す
る
ル
ー
ル
や
個
人
情

報
の
開
示
、
訂
正
及
び
利
用
停
止
を
求
め
る
個

人
の
権
利
を
明
ら
か
に
し
、
市
政
の
適
正
か
つ

円
滑
な
運
営
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。

　

市
役
所
本
庁
舎
２
階
の
総
務
課
に
備
え
付
け

て
あ
る
請
求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
請
求
の
際
は
、
請
求
す
る
個

人
情
報
の
本
人
で
あ
る
こ
と
を
示
す
身
分
証
明

書
な
ど
を
提
示
し
、
又
は
提
出
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

閲
覧
、
訂
正
な
ど
の
手
数
料
は
、
無
料
で
す
。

た
だ
し
、
写
し
を
交
付
す
る
場
合
の
費
用
や
郵

送
料
は
、
請
求
者
に
実
費
相
当
額
を
負
担
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

自
分
の
個
人
情
報
の
不
開
示
決
定
な
ど
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
、
そ
の
決
定
を
行
っ
た
実
施

機
関
に
対
し
て
「
不
服
申
立
て
」
が
で
き
ま
す
。

５月９日からスタート
■
条
例
を
実
施
す
る
機
関
は

研 栖 曽 凩 硫
＋♂％‘。、
｝ “ ″ U °

■
自
分
の
個
人
情
報
の

　

開
示
を
求
め
る
と
き
は

■
自
分
の
個
人
情
報
の
内
容
が

　

事
実
と
異
な
る
と
き
は

■
自
分
の
個
人
情
報
が
条
例
に

　

定
め
る
範
囲
を
超
え
て
利
用
・

　

提
供
さ
れ
て
い
る
と
き
は

個人情報
保護制度
とは

不
服
が
あ
る
と
き
は

開
示
、訂
正
及
び
利
用
停
止
の
請
求
方
法

◉◉

■
市
が
個
人
情
報
を

　

保
有
す
る
際
の
制
限
は



ま

ち

の

わ

だ

い

市
の
行
事
、
ま
ち
で
見
か
け
た
り

聞
い
た
り
し
た
、
わ
だ
い
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
㏈:
:
:
:

@

∭

ニ
ュ
ー
ス
は
、
広
報

広
聴
係　
　
　
ま
で

（　
　

 

）

内線
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ま ち の わ だ い
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た
。
混
声
合
唱
を
は
じ
め
、
今
ま

で
の
市
民
参
加
事
業
で
登
場
し
た

楽
器
、
ハ
ン
ド
ベ
ル
、
オ
カ
リ
ナ
、

キ
ー
ボ
ー
ト
を
組
み
合
わ
せ
た
４

部
構
成
で
、
四
季
を
テ
ー
マ
に
童

謡
・
唱
歌
か
ら
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ま

で
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
を
披
露

し
た
見
ど
こ
ろ
聞
き
ど
こ
ろ
満
載

の
公
演
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
音
楽
祭
は
、
総
勢
１
０
０

名
が
半
年
前
か
ら
練
習
を
重
ね
て

の
発
表
と
な
り
、出
演
者
か
ら
は
、

「
多
く
の
人
と
心
を
一
つ
に
し
て

作
り
上
げ
る
こ
と
の
す
ば
ら
し
さ

に
感
動
し
ま
し
た
。」｢

人
の
心

を
豊
か
に
す
る
企
画
を
い
つ
ま
で

も
絶
や
さ
ず
続
け
て
ほ
し
い
。｣

な
ど
と
話
が
聞
け
ま
し
た
。

康
子
さ
ん
か
ら
お
茶
の
作
法
を
学

び
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
保
護
者
が
見
学
に

訪
れ
、
園
児
が
点
て
た
お
茶
を
保

護
者
へ
差
し
出
す
と
、
保
護
者
・

園
児
と
も
に
笑
み
が
こ
ぼ
れ
、
一

味
違
っ
た
お
茶
を
味
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

園
児
た
ち
は
、
昨
年
6
月
か
ら

月
1
回
の
割
合
で
、
井
元
さ
ん
か

ら
お
茶
の
作
法
を
学
び
、
今
回
の

お
茶
会
は
、
園
児
の
卒
園
を
兼
ね

て
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
茶
の
作
法
を
習
得
し

た
年
長
組
は
、
年
中
組
や
年
少
組

に
幼
稚
園
で
教
え
る
な
ど
、
楽
し

く
お
茶
の
作
法
を
習
得
で
き
た
よ

う
で
す
。

　

3
月
8
日
、
観
桜
苑
で
お
茶
の

作
法
を
学
ぶ
幼
稚
園
児
に
よ
る
茶

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
幼
稚
園
児

は
、
市
内
小
友
幼
稚
園
年
長
組
の

25
名
で
、
市
内
半
谷
在
住
の
井
元

　

去
る
２
月
27
日
に
市
民
文
化

会
館
に
お
い
て
「
下
妻
市
民
音
楽

祭
」
〜
歌
声
と
楽
器
で
奏
で
る
四

季
の
調
べ
〜
の
公
演
が
、
満
席
の

お
客
様
を
迎
え
て
開
催
さ
れ
ま
し

本
の
桜
が
開
花
し
、
県
内
外
か
ら

多
く
の
観
光
客
が
来
場
し
ま
す
の

で
、
市
で
は
砂
沼
の
環
境
保
全
の

た
め
看
板
を
設
置
す
る
な
ど
、
ご

み
の
持
ち
帰
り
運
動
を
推
進
し
て

い
ま
す
。
特
に
、
遊
歩
道
に
は
犬

の
糞
が
各
所
に
見
ら
れ
る
の
で
、

犬
の
散
歩
に
は
必
ず
糞
を
入
れ
る

袋
な
ど
を
用
意
す
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

　

砂
沼
が
き
れ
い
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
。

　

３
月
６
日
早
朝
に
、「
砂
沼
を

き
れ
い
に
す
る
運
動
」
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、
毎
年

砂
沼
遊
歩
道
の
桜
が
開
花
す
る
前

の
こ
の
時
期
に
行
わ
れ
て
お
り
、

遊
歩
道
や
水
辺
周
辺
に
捨
て
ら
れ

た
ご
み
を
拾
い
集
め
る
も
の
で
、

当
日
は
45
団
体
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ご
み
の
多
く
は
、
空
き
缶
や
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
ポ
イ
捨
て
さ
れ
た

も
の
で
、
１
、６
０
０
㎏
で
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、砂
沼
の
２
、０
０
０

　

3
月
7
日
、
市
内
宇
坪
谷
地
区

に
お
い
て
、
地
域
の
住
民
が
協
力

し
て
不
法
投
棄
物
の
撤
去
作
業
を

行
い
ま
し
た
。　

　

回
収
さ
れ
た
量
は
、
可
燃
ご

み
（
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
等
）
が 

１
３
０
㎏
、
不
燃
ご
み
（
ビ
ン･

カ
ン
類
等
）
が
１
１
０
㎏
と
膨
大

で
、粗
大
ご
み
（
鉄
く
ず
類
）
は
、

市
環
境
保
全
課
で
撤
去
し
、
4
ト

ン
車
ダ
ン
プ
で
4
台
半
の
量
が
あ

り
ま
し
た
。

　

ご
み
撤
去
後
、
再
び
不
法
投
棄

さ
れ
な
い
よ
う
、
柵
を
設
け
進
入

禁
止
と
し
ま
し
た
。　
　
　

　

作
業
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、

お
疲
れ
様
で
し
た
。　

子
供
神
輿
及
び
神
輿
小
屋
を
新
調

し
、
３
月
27
日
、
お
披
露
目
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

自
治
会
か
ら
、「
こ
れ
を
き
っ

か
け
に
住
民
の
郷
土
意
識
が
高
ま

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
ま
す

ま
す
活
発
化
し
ま
す
。」
と
喜
び

の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
施
設
・
備
品

整
備
費
の
一
部
を
（
財
）
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー
が
助
成
し
て
い
る
も

の
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
企
画
課　

内
線
２
８
２

　

平
成
16
年
度
に
一
般
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
受
け
た
前
河
原

自
治
会
で
は
、
夏
祭
り
の
花
形
の

今
日
で
は
、
野
菜
の
に
ん
じ
ん
を

「
人
参
」。薬
用
の
に
ん
じ
ん
を「
朝

鮮
人
参
」
と
呼
び
、
野
菜
と
し

て
の
人
参
が
主
流
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
人
参
も
、
現
在
で
は
種

類
が
多
く
な
り
、
栄
養
価
の
高
い

　

人
参
は
、
根
の
形
が
人
に
似
て

い
る
の
で
「
人
参
」
と
名
付
け
ら

れ
、
本
来
「
朝
鮮
人
参
」
を
さ
し

て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
野
菜
の
に

ん
じ
ん
は
「
朝
鮮
人
参
」
に
似
て

い
る
の
で
「
菜
人
参
」
と
呼
ば
れ
、

野
菜
と
し
て
食
材
に
は
欠
か
せ
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
、
７
月
に
市
内
若
柳
の
粟

野
武
利
さ
ん
が
約
４
０
０
㎡
の
畑

に
人
参
を
栽
培
し
、
３
月
中
旬
に

収
穫
し
た
と
こ
ろ
、
赤
い
人
参
の

中
に
、
１
本
だ
け
白
い
人
参
が
採

れ
ま
し
た
。　
　

　

長
さ
60
㎝
ほ
ど
の
人
参
で
、
近

所
で
は
「
大
変
珍
し
い
」「
朝
鮮

人
参
風
だ
」
と
話
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

粟
野
さ
ん
は
、「
早
速
、
て
ん

ぷ
ら
と
き
ん
ぴ
ら
に
し
て
食
べ
た

ら
、
赤
い
人
参
よ
り
甘
く
歯
ご
た

え
が
あ
っ
て
美
味
し
か
っ
た
。」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

鮒操:
養ち天煽の
生½ùやわ

下民参加事業 Vol. ７
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噎豹景巣の

ぬ浜だ蹟儷沢蜜

宇坪谷地区住民で

不法投棄のごみを

撤去

是

潮

ö

は

½

ち

ず

前河原自治会で

子供神輿を新調

宝くじ助成事業でコミュニティ活動を推進



あ
た
た
か
い
善
意

■
根
本
忠
範
さ
ん
（
市
内
高
道

祖
）
よ
り
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
、
車
椅
子
１
台
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

■
や
き
と
り
み
っ
ち
ゃ
ん（
大
串
）

よ
り
、
社
会
福
祉
事
業
基
金
と

し
て
２
万
円
の
寄
付
が
あ
り
ま

し
た
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

び
¿
め
ご
謡
仗
催
大
矧
想
墻
勅
鈷

舶

柾

é

肥

須

咲 RS

ふ
る
さ
と
博
物
館
所
蔵
民
俗
資
料
目
録

第
12
集
・
第
13
集
発
刊
の
ご
案
内

　

ふ
る
さ
と
博
物
館
で
は
、
館
所
蔵
民
俗
資
料
目
録
第
12

集
「
交
通
・
運
輸
・
通
信
、
交
易
、
社
会
生
活
」（
Ａ
４

版
44
ペ
ー
ジ
１
冊
４
０
０
円
）・
第
13
集
「
信
仰
、
民
俗

知
識
、
民
俗
芸
能
、
競
技
・
娯
楽
・
遊
戯
、
人
の
一
生
、

年
中
行
事
」（
Ａ
４
版
35
ペ
ー
ジ
１
冊
４
０
０
円
）
を
発

刊
い
た
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
第
12
集
が
「
運
搬
具
や
防
災
用
具
」
な
ど
を

ま
と
め
た
も
の
に
、
第
13
集
が
「
信
仰
関
係
の
用
具
や
医

療
用
具
」
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

■
頒
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　

市
ふ
る
さ
と
博
物
館　

☎
44

－

７
１
１
１

下
妻
市
史
料
井
上
下
妻
藩
関
係
21

発
刊
の
ご
案
内

　

市
教
育
委
員
会
で
は
『
下
妻
市
史
料―

井
上
下
妻

藩
関
係（
21
）―

』（
Ｂ
５
版
２
８
３
ペ
ー
ジ
１
冊
２
、

５
０
０
円
）
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　

本
巻
は
、
弘
化
２
年
（
１
８
４
５
）
か
ら
嘉
永
４

年
（
１
８
５
１
）
に
わ
た
る
井
上
下
妻
藩
の
記
録
を

収
録
し
て
お
り
、
十
代
藩
主
正ま

さ
か
た健
の
死
去
や
十
一
代

藩
主
正ま

さ
よ
し誠
の
就
任
な
ど
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
Ｃ
Ｄ
・
Ｒ
Ｏ
Ｍ
版
（
１
点
２
、
５
０
０
円
）

も
作
成
し
ま
し
た
の
で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■
頒
布
・
問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課　

内
線
５
１
８
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【
解
説
】　

そ
ろ
そ
ろ
「
マ
マ
」
の
事
も

「
お
母
さ
ん
」
と
呼
ば
せ
よ
う
と
思
い
、

息
子
に
そ
う
話
す
と
こ
の
様
な
返
事
が

返
っ
て
来
ま
し
た
。
息
子
に
「
お
母
さ

ん
」
と
呼
ば
せ
る
に
は
ど
う
な
れ
ば
い

い
の
か
し
ら
？
と
考
え
な
が
ら
も
、「
マ

マ
」
は
ニ
ン
マ
リ
。
ま
だ
「
マ
マ
」
で

い
い
か
な
？　

採
集　

母　

入
江
和
子

　

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
26
集
よ
り

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
そ
こ

に
は
、
子
ど
も
の
世
界
が
あ

り
ま
す
。
純
粋
な
心
か
ら
生

ま
れ
た
つ
ぶ
や
き
は
、
大
人

に
は
な
い
感
性
が
あ
り
、
読

む
人
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

頒
布
価
格
１
、０
０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
先

生
涯
学
習
課　
内
線
５
１
８

ふ
め
ぴ
な

ふ
め
ぴ
な

ふ
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ぴ
な
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●● QT広報しもつま４月号広報しもつま４月号QU

㈮
蹴
銚
堊
㈯

２
０
０
５
年
新
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

水
泳
競
技
大
会
（
１
月
15
日
、
笠
松

運
動
公
園
屋
内
プ
ー
ル
）

塙　

純
哉
（
下
妻
小
）

２
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
３
位

１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　

第
３
位

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
２
位

鈴
木　

智
（
国
際
千
代
田
高
）

１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
３
位

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
３
位

飯
岡
実
沙
季
（
大
宝
小
）

１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
３
位

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

８
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
２
位

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

２
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
３
位

４
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
１
位

８
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
１
位

第
27
回
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
カ
ッ
プ
春
季
水
泳
競
技
大
会
予
選

会
（
２
月
20
日
、
笠
松
運
動
公
園
プ

ー
ル
）

男　

子

塙　

純
哉
（
下
妻
小
）

１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
２
位

２
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
１
位

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
１
位

青
木
健
幸
（
下
妻
小
）

50
ｍ
背
泳
ぎ　
　
　
　
　

第
３
位

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
　
　

第
２
位

鈴
木　

智
（
国
際
千
代
田
高
）

２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー
第
２
位

萩
原
達
哉
（
つ
く
ば
秀
英
高
）

50
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　

第
３
位

１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
２
位

女　

子

黒
須
成
美
（
下
妻
中
）

50
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
　
　

第
３
位

鈴
木
茉
莉
（
下
妻
中
）

４
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
３
位

高
橋
絵
理
沙
（
東
部
中
）

２
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
１
位

４
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
１
位

８
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　

第
２
位

結
束　

幸
（
下
妻
一
高
）

50
ｍ
背
泳
ぎ　
　
　
　
　

第
２
位

１
０
０
ｍ
背
泳
ぎ　
　
　

第
２
位

観
梅
柔
道
大
会
（
２
月
27
日
、
茨
城

県
武
道
館
）

〈
５
年
生
男
子
の
部
〉

準
優
勝　

小
林　

駿　

（
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

＊
小
林
選
手
は
左
記
の
関
東
大
会
に

出
場
し
ま
し
た
。

〈
６
年
生
女
子
の
部
〉

第
３
位　

江
面
茉
依

　
（
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

道
友
会
柔
道
段
別
選
手
大
会
（
関
東

大
会
）（
3
月
20
日
、
講
道
館
）

２
回
戦
出
場　

小
林　

駿

　
（
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

第
26
回
八
千
代
町
近
隣
剣
道
大
会

（
３
月
13
日
、八
千
代
町
総
合
体
育
館
）

〈
中
学
校
女
子
の
部
〉

優　

勝　

増
田
実
奈
美
（
東
部
中
）

〈
中
学
校
男
子
の
部
〉

第
３
位　

粟
野　

誠
（
東
部
中
）

北
関
東
道
場
対
抗
少
年
柔
道
大
会（
３

月
13
日
、
さ
い
た
ま
市
大
宮
武
道
館
）

〈
団
体
戦
〉

低
学
年
の
部

優　

勝　
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

先
鋒　

渡
辺　

真
也

　

次
鋒　

江
面　

佳
彦

　

中
堅　

青
木　

宏
嗣

　

副
将　

中
村　

杏
佳

　

大
将　

川
又　

大
生

高
学
年
の
部

優　

勝　
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

先
鋒　

サ
ン
ト
ス
・
ユ
ウ
ジ

　

次
鋒　

中
村　

一
貴

　

中
堅　

小
林　
　

駿

　

副
将　

外
山　

友
紀

　

大
将　

杉
田　

直
人

第
22
回
茨
城
県
小
学
校
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
大
会
（
３
月
19
・
21
日
、
石
岡
市

運
動
公
園
体
育
館
）

女
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
５
年
生
の
部

準
優
勝　

鈴
木
玲
緒
奈
（
下
妻
小
）

【
日
本
画
の
部
】

入　

賞　

　

遠
藤
晴
造
（
茨
城
県
社
会
福
祉
事

　

業
団
理
事
長
賞
）

　

田
崎
き
く
い
（
佳
作
）

入　

選

　

鳩
貝
貞
子　
　

平
間
久
子　

　

古
宇
田
偵
一　

高
橋
宣
行　

　

宮
田　

蔵　
　

出
浦
智
枝

【
洋
画
の
部
】

入　

選

　

市
村
広
勝　
　

塚
越
光
子　

　

片
倉
忠
一　
　

鈴
木
逸
子　

　

吉
井
淑
威　
　

篠
原　

英

　

秋
田
運
一　
　

小
野
村
雄　

　

渡
辺
喜
一

【
工
芸
・
彫
刻
の
部
】

入　

賞

　

古
宇
田
保（
茨
城
県
議
会
議
長
賞
）

　

青
木
明
治
（
い
ば
ら
き
文
化
振
興

　

財
団
理
事
長
賞
）

入　

選

　

大
島　

晃　
　

青
木
照
子　

　

諸
サ
イ
子　
　

松
崎
シ
ゲ
子　

　

佐
藤
フ
ミ　
　

塚
原
雅
子

　

杉
山
し
つ　
　

国
府
田
和
子　

　

市
村
つ
や
こ

　

ふ
る
さ
と
博
物
館
に
お
い
て
、
企

画
展
「
博
物
館
の
宝
物
〜
博
物
館
名

品
展
〜
」
が
、
2
月
11
日
か
ら
3
月

27
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
博
物
館
が
所
蔵
す
る
資

料
の
中
か
ら
、
仏
像
彫
刻
師
・
錦
戸

新
観
氏
の
作
品
や
早
乙
女
兜
、
市
指

定
文
化
財
「
吉
澤
家
文
書
」
な
ど
、

美
術
工
芸
資
料
を
中
心
に
70
点
の
展

示
を
行
い
ま
し
た
。

  

来
館
さ
れ
た
方
々
か
ら
は
、「
錦

戸
先
生
の
仏
像
は
素
晴
ら
し
い
で
す

ね
。」「
江
戸
時
代
の
人
の
文
字
は
す

ご
く
細
か
い
ね
。」
な
ど
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
2
月
26
日
に
は
、
企
画
展

関
連
講
演
会
（
演
題
「
下
妻
藩
歴
代

藩
主
の
治
世
」
講
師
「
中
村
貞
夫
先

生（
市
文
化
財
保
護
審
議
会
会
長
）」）

も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
正
時
代
後
期
に
な
る
と
、
足
踏
み
脱
穀
機
が
普
及

し
ま
す
。
足
踏
み
ミ
シ
ン
と
同
じ
よ
う
に
、
調
子
を
と

り
な
が
ら
、
足
で
後
ろ
の
踏
み
板
を
踏
む
と
ド
ラ
ム
が

回
り
、
ド
ラ
ム
に
つ
い
た
扱
き
歯
（
針
金
）
で
、
籾
な

ど
を
一
気
に
扱
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

足
踏
み
脱
穀
機
は
、
千
歯
扱
き
に
比
べ
る
と
格
段
に

脱
穀
の
能
率
が
上
が
り
ま
し
た
が
、
籾
に
傷
が
つ
き
や

す
い
の
で
翌
年
の
種
籾
だ
け
は
、
千
歯
扱
き
で
扱
か
れ

た
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　

足
踏
み
脱
穀
機
は
、
昭
和
20
年
代
後
半
、
動
力
脱
穀

機
の
普
及
に
よ
り
姿
を
消
し
ま
し
た
。

　

博
物
館
に
は
、
細
王
舎
（
現
、
神
奈
川
県
川
崎
市
）、

農
榮
社
（
現
、
茨
城
県
小
川
町
）
製
の
足
踏
み
脱
穀
機

を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。　

頒
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政
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広報しもつま４月号広報しもつま４月号

のびゆく下水道

４月１日から公共下水道に接続
できる区域が拡大されました

平成１６年１０月に下妻地方広域事務組合ごみ処理施
設「クリーンポート・きぬ」で行った排ガス中のダイ
オキシン濃度測定結果をお知らせします。２炉ともに
国の排出規制基準及び「クリーンポート・きぬ」独自
の管理目標値を下回る測定結果となりました。

測定炉 測　　定　　日 採取場所 分　析　結　果
１号炉 平成１６年１０月２９日 煙突中間部 ０.１０ｎｇ－ＴＥＱ /㎥N

２号炉
平成１６年１０月１５日 煙突中間部 ０.２２ｎｇ－ＴＥＱ /㎥N

平成１６年１０月２９日
焼 却 灰 ０.０１４ｎｇ－ＴＥＱ /ｇ
飛 灰 ０.６０ｎｇ－ＴＥＱ /ｇ　

【お問い合わせ先】
　下妻地方広域事務組合ごみ処理施設
　「クリーンポート・きぬ」
　☎４３－８８２２

〔環境基準〕
人の健康を保護し、生活環境を保全する上で維持されることが望ましい基
準として国が定めたもので、基準値は行政上の目標。
〔ＰＨ（水素イオン濃度）〕
０から１４までの数値で示され、７が中性、数値が小さくなるほど酸性が
強く、反対に大きくなるとアルカリ性が強いものとなる。
〔ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）〕
水中の有機物が微生物により分解されるときに消費される酸素の量で、数
値が大きいと汚濁が進んでいることを示す。
〔ＳＳ（浮遊物質量）〕
粒径２㎜以下の水に溶けない懸

けん
濁
だく
性
せい
の物質を指し、水の濁りの原因となる。

〔ＤＯ（溶存酸素量）〕
水中に溶け込んでいる酸素の量のことを言う。数値が大きい程、良好な水
質になる。

水質の汚濁状況を把握するため、河川（湖沼を含む）
の検査をした結果は、下表の通りです。
結果は、小貝川においてＢＯＤが環境基準をやや超え
ている箇所がありますが、一般的には良好な水質でし
た。

駒城橋
（尻手）

長塚橋

P     H 6.5 ～ 8.5  7.8 7.7
B  O  D 　2 以下  1.0 0.9 
S S ２５以下 4　 3　 
Ｄ Ｏ 7.5 以上 11.0  11.2

検査項目
採取場所

環 基境 準

河川の水質検査結果を
お知らせします

採取日　1月27日

※単位はＰＨ以外はmg/ℓ（１mgは100万分の１ℓ）

用語解説

１ . 鬼  怒  川　
小貝橋
（貝越）

祝　橋
（比毛）

豊原橋
（柳原）

P     H 6.5 ～ 8.5  7.7 7.7  7.7
B  O  D 　2 以下  2.1 2.2  1.5
S S ２５以下 8　 8　 8　
Ｄ Ｏ 7.5 以上 10.8  10.5 10.0

検査項目
採取場所

環 基境 準

採取日　2月24日２ . 小  貝  川　

大神橋
（神明）

宝　橋
（平沼）

平　橋
（平沼）

昭和橋
（田町）

江尻橋
（堀篭）

寿久橋
（比毛）

P     H 6.5 ～ 8.5  7.6 7.5  7.5  7.5 7.5  7.4
B  O  D 　5 以下  2.5 3.1  2.7  2.4 3.2  3.5
S S ５０以下 5　 4　 7　 5　 5　 8　

検査項目
採取場所

環 基境 準

採取日　2月24日３ . 糸  繰  川　

越　戸
流入口

長　塚
水　門

P     H 6.0 ～ 8.5  7.9 7.9
B  O  D 　8 以下  2.2 2.3 
S S 100 以下　 1　 14　 
Ｄ Ｏ 　2 以上 15.3  11.4

検査項目
採取場所

環 基境 準

採取日　2月24日

※砂沼は環境基準がないため、河川の利用目的が農業
　用水分の基準を適用しました。

４ . 砂  　  沼　

環境保全課
面捺 QUR

◎国（「ダイオキシン類対策特別措置法」「廃棄物処理法」）の排ガス中
　のダイオキシン排出規制基準
　１. ０ｎｇ－ＴＥＱ /㎥N（2002年 12月１日から）
　焼却灰、飛灰の排出基準
　３. ０ｎｇ－ＴＥＱ /ｇ（2002年 12月１日から）
◎「クリーンポート・きぬ」の排ガス目標値（旧ガイドライン）
　０. ５ng－ＴＥＱ /㎥N

平成16年度ダイオキシン
類の測定結果報告

〔ｎｇ（ナノグラム）〕
ナノは１０億分の１の単位。
Ｎ gは１０億分の１グラム。
〔㎥Ｎ（立法メートルノルマル）〕
摂氏０℃、１気圧、１㎥中
〔ＴＥＱ（Toxic  Eqivalents）〕
毒性等量

用語解説

ﾘ!!ﾕ

詐¡魅詐¡魅
水の

●● QVQW

　生活が便利になり交通手段も発達した現代、身体活
動量が低下していることは食生活の変化とともに生活
習慣病増加の一因となっています。身体活動量を増や
すには運動はもちろん、家事や通勤など日常生活での
動作、趣味やレジャー活動も含め、「いつでも」「どこ
でも」「楽しく」身体を動かすことを心がけることが
大切です。積極的にからだを動かし生活習慣病を予防
しましょう。

　大きくわけて２つ。ひとつは主として心肺機能を高
める有酸素運動、もうひとつは筋肉を伸ばすストレッ
チや筋力アップのための運動です。ウォーキングやエ
アロビクス、水泳などの有酸素運動はカロリーを消費
するだけでなく、食欲を正常化したり便秘や不眠の改
善、またリラクゼーション効果などの心理的効果もあ
るといわれています。また、加齢に伴い体が硬くなる
と運動能力が低下し思わぬケガにつながります。スト
レッチや筋力トレーニングは、筋肉をほぐし関節の動
きをスムーズにします。筋肉を強くしなやかにするこ
とは身体の柔軟性にもつながります。
　

　生活の中で身体活動量を増やすには、まず歩くこ
と！運動で１日３００キロカロリー消費すると病気に
かかる率や死亡率が低くなる効果があると言われてい
ます。この量は歩数にすると１万歩に相当するため、
健康のためには「１日１万歩」が推奨されているわけ
です。国民栄養調査（Ｈ９）によると１日平均歩数は
男性８,２０２歩、女性７,２８２歩、１日１万歩以上歩い
ている者は男性２９％、女性２１％という結果です。
１０分歩くと約１,０００歩、日常生活で歩数を増やす
にはまず１０分歩く習慣を！

　
　これから運動を始める方は“毎日この時間帯にやる”
など規則を決めず、あいた時間に１０分でも歩く、エ
レベーターに乗らず階段を使うなど身近に体を動かす
ことから始めましょう。また体重減少や健診データの
数値的変化だけに一喜一憂せず、体調や自覚症状の変
化などにも目を向けると効果を
感じやすく運動を続ける励みに
なるでしょう。

會 楚旬 ¡んó スタートの春 !さぁ、運動を始めましょう

保健センター
☎43-1990

　市下水道課では、工事の完了に伴い、平成１７年４月１日に公共下
水道に接続できる区域を拡大しました。今回、拡大される区域は、下
図のとおり相原山、上宿、本城町、浦町、長塚地区の一部です。
　下水道に接続を検討されている方は、「指定工事
店」または市下水道課へご相談ください。現在、
下水道の指定工事店は７２店舗の登録があります。

◆◆◆◆◆

◆◆◆◆

ふúやだ坪僮ヽU（U

■健康にとってよい運動とは

■日常生活における歩数の増加

■運動を日常的に続けるコツ

下水道課
内線 243

平成17年４月１日から
下水道に接続できる区域
すでに
供用開始している区域
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火災・災害の時
市役所などの行事や催し物

☎44-3111
☎43-4000

i›£fi†‹‘·§fi› 広報しもつま４月号広報しもつま４月号

下妻市の人口
-4月1日現在-

人　口　37,289 人（－  34）
　男　　18,574 人（＋  32）
　女　　18,715 人（－  66）
世帯数　11,995 世帯（＋  70）

前年同期との比較

３月の交通事故

発生件数　23 (26) 78 ( 80)

死　　亡　  0 (  0)　 1 (    1)

負　　傷　31 (33) 108 (102)
（　）内は前年度

-累計-

T舜だ勇同::納期は 5月 2日です

〔税　　目〕　　　　　　　　　〔口座振替引落日〕　
固定資産税（第１期）　　　　５月２日

●● QXQY
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　日頃より小貝川ふれあい公園パークゴルフ場をご利用
いただきありがとうございます。
　さて、平成１７年５月１日より、下記のとおり料金を
改定することとなりました。６５歳以上のご利用の方に
ついては有料となりますが、ご理解を頂くと共にこれか
らも家族や仲間とパークゴルフをお楽しみくださいます
ようお願いいたします。
＜１８ホール＞　大人　　　　　　４００円
　　　　　　　　小中学生　　　　２００円
　　　　　　　　年会員（６５歳以上対象）  　１万円
＜ゴルフセット＞　１セット　１００円（小中学生無料）
※年会員は申し込みから１年間、何度でもパークゴルフ
場をご利用いただけますので（ネイチャーセンター休
館日を除く）月に約２回以上ご利用の方は毎回お支払
い頂くよりもお得になります。年会員はネイチャーセ
ンターにて随時受け付けいたします。

【問い合わせ先】
◆都市整備課　内線２３３
◆小貝川ふれあい公園ネイチャーセンター
　☎４５－０２００

ｻ｝U¨ヾ°》綴だ墻写梧編ずがちぐ

　横瀬夜雨記念会では、下記により文学講演会を開催し
ます。
【と　き】５月１５日（日）
【ところ】市中央公民館　大会議室
　　　　　午後１時４０分（記念会総会終了後）
【演　題】「『お才』と『やれだいこ』」
【講　師】横瀬隆雄先生（茨城高専名誉教授）
【問い合わせ先】市中央公民館　☎４３－７３７０

ｻ侏溝神罫雇c卻墻d

日 月 火 水 木 金 土
Q
　  湖南病院
　  菊山胃腸科外科
　  ☎ 44-2014
　  石浜歯科
　  ☎ 43-1806

R
　  友愛記念
　  マタニティクラス
　  13:30 ～ 15:30

S
　  西南医療
　  砂沼湖畔クリニック
　  ☎ 43-8181
　  生井歯科
☎ 0297-42-8866

T
　  西南医療
　  木村外科内科
　  ☎ 44-2527
　  古橋歯科
　  ☎ 43-5688

U
　  西南医療
　  中山医院
　  ☎ 43-2512
　  為我井歯科
　  ☎ 49-2838

V
@:@

W
@:@友愛記念

X
　  友愛記念
　  宇津野医院
　  ☎ 45-0311
　  第一歯科
　  ☎ 43-1190

Y
　  友愛記念
　  中岫産婦人科
　  ☎ 44-2438

QP
　  西南医療
　  元気アップ教室
　　9:30 ～ 10:30
　  ポリオ生ワクチン
　  14:00 ～ 14:45

QQ QR
　  西南医療
　  のびのび遊びの広場
　  10:00 ～ 10:30
　  すくすく相談
　  13:30 ～

QS
　  
　  ぴよぴよ教室
　  10:00 ～ 10:30
　  ５か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

QT
　  西南医療

QU
　  西南医療
　  坂入医院
　  ☎ 43-6391
　  戸頃歯科
☎ 0297-42-6555

QV
　  友愛記念

QW
　  西南医療
　  元気アップ教室
　　9:30 ～ 10:30
　  ＢＣＧ接種
　  14:00 ～ 14:45 

QX QY
　  湖南病院
　  1歳6か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

RP
　  
　  ３歳児健診
　  13:30 ～ 13:50

RQ
　  西南医療

RR
　  西南医療
　  軽部病院
　  ☎ 44-3761
　  中山歯科
　  ☎ 44-1199

RS
　  友愛記念
　  結核・基本健診
（長塚集落センター）
　　9:30 ～ 11:30
　 13:00 ～ 15:00

RT
　  西南医療
　  結核・基本健診
（勤労青少年ホーム）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

RU
　  
　  結核・基本健診
　 （働く婦人の家）
　　 9:30 ～ 11:30
　　13:00 ～ 15:00

RV
@　 湖南病院
　  結核・基本健診
　  （今泉公民館）
　　  9:30 ～ 11:30
　  （松岡公民館）
　　13:00 ～ 15:00
　  １歳児相談
　  13:30 ～ 13:50

RW
　  
@:@結核・基本健診
（神明集落センター）
　 　9:30 ～ 11:30
（数須集落センター）
　   13:00 ～ 15:00

RX
@:@西南医療

RY
　  西南医療
　  中嶋医院
　  ☎ 44-3008
　  ひまわり歯科
　  ☎ 49-1115

SP
　  友愛記念

SQ
　  西南医療

U舜だ旬穣゛′％＼UU舜だ旬穣゛′％＼U
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心配ごと
相談

5月10日㈫　法律相談（中央公民館・２階和室）　
5月17日㈫
5月24日㈫　
5月31日㈫
午後1時30分～3時30分（受付 午後1時15分～3時）

中央公民館1階和室
社会福祉協議会
☎44-0142

行政相談 5月20日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 秘書課
内線 202

納税相談 5月29日㈰　午前8時30分～午後5時 市役所1階収納課 収納課
内線 170～173

（予約制）
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小
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小
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小 小

◆◆休日在宅当番医◆◆
　‥休日医　　　午前9時30分～午後4時
　‥歯科休日医　午前9時～11時30分
　　生井歯科　　（石下町新石下3832）
　　古橋歯科　　（千代川村別府313）
　　為我井歯科　（八千代町西大山494）
　　戸頃歯科　　（石下町新石下4049）
　　ひまわり歯科（八千代町若1282-5）

在
歯

保　‥保健センター業務案内 夜間応急診療所：土・日・祝祭日　午後７時から翌朝７時　☎ 43-1990

◆◆ 　‥小児救急当番医◆◆
月・火・木・土曜日　午後6時～翌朝8時
日・祭日　午前8時～午後6時
湖南病院：湖南病院（下妻市長塚48-1）☎44-2556
西南医療：茨城西南医療センター（境町2190）☎0280-87-8111
友愛記念：友愛記念病院（総和町関戸726）☎0280-98-3511
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　植物や動物の状態が季節によって変化する現象
について、気象庁が観測することを「生物季節観
測」と言います。その中で、よく知られているの
が「桜前線」です。
　「桜前線」は、桜の開花日が同じ場所を線で結
ぶと、天気図の前線に似ていることから、そう呼
ばれています。
　「桜前線」以外には、「紅葉前線」やツバメがは
じめて観られる日の「ツバメ前線」、世界的にも
種類が豊富な「シオカラトンボ前線」などが知ら
れています。
　桜は、夏に翌春咲く花の元となる花芽（かが）
を形成し、休眠に入ります。花芽は冬の低温に
一定期間さらされると休眠から覚め（休眠打破）、
温度の上昇とともに生長し、開花します。桜の満
開とは、花芽の約８０％以上が開花した状態のこ
とと言われています。
　現在、砂沼の桜は最高の見頃をむかえ、遊歩道
にある約２, ０００本の桜が訪れる人の目を楽し
ませてくれています。

　５月中旬になると、小貝川河川敷に
色とりどりのポピーが一斉に咲き出し
ます。小貝川ふれあい花の会会員５６
団体約５００名による、年間を通して
のボランティア作業により、見事に花
開くものです。
　ゴールデン・ウィ
ークを過ぎる頃には
開花を始め、６月上
旬まで見ごろになり
ます。この期間中、
県外からも観光バス
などで多く行楽客が
訪れます。

　広報しもつまが、市民の方にもっと親しみを持っ
ていただける広報紙として、市民参加による広報活
動を推進するため、市民ページを設けました。
　このページは、下妻市を県内外にアピールする
ページとし、明るい話題や和む内容の原稿を募集し
ています。
■対象者　下妻市民
■原　稿　概ね１，０００字程度
■編　集　原稿投稿者と広報担当で調整します。
　　　　　なお、原稿で営利目的の広告、誇大及び
　　　　　虚偽、公共性を損なう原稿等は、ご遠慮
　　　　　ください。
■締め切り　毎月２０日（原稿用紙に指定はありま
　　　　　せん。自薦他薦は問いません）
■問い合わせ先　市秘書課広報広聴係
　　　　　　　　☎４３－２１１１　内線２０２

しもつまの自然 水と緑と花の豊かなまち

新　緑　編

桜前線・・・砂沼の桜

５００万本のポピー畑は日本一
げよ

ぢちA


